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第１章 犬山市の歴史的風致形成の背景 

(1)犬山市の風土 

犬山市は、愛知県の最北端、名古屋市から北へ約 25km の距離の、濃尾平野の北東部

及び愛岐丘陵の北西端に位置し、北は木曽川を隔てて岐阜県各務原市、坂祝町と接する。

また、東は岐阜県可児市、多治見市、南は愛知県小牧市、春日井市、さらに、西は扶桑

町、大口町と接する。 

市東部に位置する城東地区の東半分と池野地区は標高 130～200ｍの丘陵地帯（愛

岐丘陵）となっており、城東地区の西半分と楽田地区・羽黒地区・犬山地区は標高 30

～50ｍの扇状地及び河岸段丘上の台地で平坦地となっている。また、丘陵地帯と平坦地

の中間部は里山となっている。 

気候は、温暖な太平洋気候区に属し、最近の年平均気温は約 15℃、年間降雨量は約

1,600mm となっている。 

犬山は、古くは稲置（いなぎ）荘と称され、尾張と美濃・飛騨との文化・生活の交流

が行われていた地域であり、江戸時代には、木曽街道の楽田追分から犬山城までをつな

ぐ稲置街道と呼ばれる新道が完成し、犬山と名古屋が直結されたことにより人々の往来

で賑わった。集落は主に平坦地である市西部を中心に形成されてきた。 

市北西部に位置する犬山地区には犬山城下町が位置し、木曽川を北にのぞむ犬山城を

北端として南へ広がる台地の上に展開している。 

 

写真 国宝犬山城 

写真 名勝木曽川 

写真 犬山城下町 

写真 東部丘陵 
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図 犬山市の風土 
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(2)犬山市の都市形成の歴史 

①古墳時代以前 

犬山では、木曽川によって運ばれた砂

や礫の堆積した扇状地が広がり、縄文・

弥生時代にはこの地に小集落が生まれた。

中でも、木曽川南岸近くの上野遺跡から

出土した押型文土器の破片は市内最古の

土器とされ、このことは木曽川がもたら

した肥沃な大地に、人々の暮らしが早く

から営まれていたことを物語っている。 

古墳時代になると市内には数多くの古

墳が築造され、代表的なものとしては木

曽川を臨む成田山名古屋別院の裏山に位

置する史跡の東之宮古墳が挙げられる。

全長約 78ｍ、幅 47ｍ（最大）、高さ 8

ｍの前方後方墳で、3 世紀後半～4 世紀

初頭に築造されたものであると推定され

ている。ほかにも木曽川沿いには、かつ

て多くの古墳（群）が点在していたこと

が確認されている。また、楽田地区にあ

る史跡の青塚古墳は、豊年祭などで知ら

れる大縣神社に因んだ被葬者と推定され、

全長約 12３ｍ、幅 74ｍ（後円部径）、

高さ 12ｍの前方後円墳で、愛知県下 2

番目の大きさを誇る4世紀中盤の古墳と

されている。 

 

 

 

②古代～中世 

市内に残る「西三条」「東三条」の地名は、律令制下における条里制の名残とされる。

また、羽黒地内には当時の地方行政の末端組織である「郷」として、市内で唯一確認で

きる小弓郷が成立しており、この地は後に丹羽郡司を代々務めた椋橋氏から藤原道長に

寄進された。これが荘園「小弓荘」となり、さらには近衛家に相伝されたことから、建

長５年（1253）の近衛家所領目録でも、その記述が見られる。戦乱期においては、源

平合戦で勇名を馳せた源頼朝の重臣・梶原氏の子孫である梶原茂助景義が、天正 10 年

（1582）に本能寺の変で討死して梶原家が途絶えるまで梶原一族によって治められ、

写真 青塚古墳 

写真 羽黒城址 

写真 東之宮古墳 
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天正 12 年（1584）の小牧長久手合戦の際、豊臣秀吉の命により築城（修復）され、

堀尾吉晴や山内一豊などが守備した羽黒城の城跡が残っているなど、中世における武士

たちの盛衰を垣間見ることができる。 

また、犬山における伝統的な産業として、中世に羽黒の金屋地区で鋳物づくりが発達

した。この地区には、職人集団が銅の地金から梵鐘や仏像などを鋳造した歴史がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 主な遺跡分布（「犬山：改訂中学校資料集」より） 
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③近世 

犬山は、羽黒や楽田などに小さな村が幾つかあったが、天文 6年（1537）、犬山城

を現在の地に構えることに伴って形成された「総構え※」と呼ばれる城下町によって大

きく発展した。 

 

※総構え 

近世において、城郭が単なる軍事的な機能としてだけでなく、政治統治的な機

能としての役割を持つようになると、家臣や城下町などを防備する目的で、従来

の城の部分から、もう一重外側に防御線が設けられるようになった。この防御線

及びそれに囲まれた内側を総構えという。この防御線は、堀、城壁、土塁などに

よって囲われている。 

 

犬山城の築城後、何代か城主がかわり、文禄 4 年（1595）から慶長 5年（1600）

までは石川光吉が入城し、それ以後の慶長 12 年までは小笠原吉次と平岩親吉が入城、

平岩親吉の死後の元和 3年（1617）に尾張藩付家老の成瀬正成が入城し、以後明治４

年まで成瀬家の居城であった。 

石川氏治世下の慶長 5 年に、天守閣を始め現在の城郭部の整備が開始された。針綱神

社が東部の白山平から名栗町へ移されたのが小笠原氏治世下の慶長 11 年（1606）で

あり、この時期に薬師寺・徳授寺・延命院などの境内免許、町人への町役免許が出され

ていることから、慶長年間に城下町の大枠が整備されたと考えられる。ただし、『雑話

犬山旧事記』（以下、『旧事記』という。明和 8年（1771）撰。『犬山市史史料編 4』

所収）では、慶長の初め頃、寺内町では家が 4軒、その他は竹藪であったと記録されて

いるように、未だ全域に家並みがそろう状況ではなかったと考えられる。 

そうした中、文禄元年（1592）頃は、犬山城主の激しい入れ替わりとともに、鍜治

屋町に称されるように刀鍛冶が活躍している。慶長 16 年（1611）には、犬山の刀工

兼武が名古屋の熱田神宮への奉納太刀を打っている。また、刀鍛冶とともに鋳造も盛ん

に行われ、市内の二ノ宮や天道宮の鐘などが鋳造されている。 

また元和 2年（1616）には、神戸家が木曽川を利用した飛騨山林からの材木仕出し

を始め、寛永元年（1624）には木曽山林からも材木仕出しを始めている。いずれも、

犬山が木曽川に接しているという地の利を活かして始められたもので、犬山ならではの

産業として発展した。川湊として栄えた当時の名残が鵜飼町の常夜灯に偲ばれ、この地

では尾張藩の御用林をはじめ、上流から下流にかけての様々な産物の集積地となったこ

とから、商いをする人々で賑わいを見せた。現在でも周辺の町内は「材木町」と言われ

ている。 

一方、犬山城下町では、寛永 12 年（1635）に針綱神社の祭礼である「犬山祭」が

始まったと言われている。慶安 2 年（1649）の頃、犬山城主二代成瀬正虎は、魚屋町、

下本町、中本町、熊野町、中切町、内田村の氏子が引いた車山を見て、「産神を産神と

尊ばないのは、城主を城主と敬わないことと同じだ」と諭して、車山や練り物を出して

祭るようにと祭礼を奨励した。このため、翌年の慶安 3年には、各町内が車山や練り物
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を出すようになった。 

万治 3年（1660）頃には、鵜匠により操られた鵜が、灯された篝火の下で鮎を獲る

独特の漁法である「鵜飼漁」が本格化し、近年の観光鵜飼のもととなった。 

現在確認できる城下町の実態を記した最も古い絵図が「犬山城絵図」で、当時の犬山

城主二代成瀬正虎が、成瀬家入城後 30 年を経た犬山の状況を示したものである。 

「犬山城絵図」によると新道は未開通であり、当時は「侍屋敷」であった。また、「総

構え」の北西部の常満寺から専念寺までの土塁や東北部の余坂木戸口以北の塀は存在し

ていないが、枡形は存在していた。 

「町」の範囲は、城下町の南は徳授寺までであった。出来町の成立は、享保7年（1722）

に、古木屋喜兵衛が大本町村から移り、人家を建て並べたことによる（『犬山里語記』

（以下、『里語記』という。文政 7 年（1824）。『犬山市史史料編 4』所収）。東の

余坂も通りの南側には、まだ「町」が存在していなかった。一方、大本町村、鵜飼町、

七軒町、離れては内田村に「町」が存在していた。また瓦坂に抜ける通り沿いもすべて

「町」であり、後年の絵図にみられる中間長屋や侍町は存在していなかった。 

「総構え」と町割については、今日知られる状況が、すでに正保年間には確立してい

た。また、町人地と武家地、寺社の配置の大枠についても以後受け継がれたことになる。

正保年間の状況から城下町の構成を示せば、まず城郭大手門から名古屋街道（稲置街道）

が南へ伸びる。この大手筋となる本町通り以東、魚屋町筋までの「総構え」の中央部分

が町人地とされ、その外側に侍町と寺院が配置されている。 

天和元年（1681）作成の「尾張国犬山城絵図」によれば、「総構え」の特徴である、

北西部の土塁と東北部の余坂木戸口以北の堀とともに、寺社や武家地、町家がうかがえ

る。都市施設としては、本町筋と魚屋町筋の交差点東北角に高札場、大手筋となる本町

通りの北端、南端（名古屋口）、専念寺前（中切口）、鵜飼町（鵜飼屋口）、七軒町、

魚屋町東端（善師野口）、寺内町東端（塔野地口）、熊野町南端（薬師寺口）、瓦坂の

9 ヶ所に木戸がある。本町通りの大手門突き当たりの、城郭に面した通り沿いは武家地

となっている。 

正保年間から 100 年を経ると、総構え内での武家地の整備と拡充が指摘できる一方

で、街道筋や渡し付近など、交通や物流の商業活動に伴う発展と考えられる総構え周辺

への市街地の拡大が認められる。 

図 犬山城下絵図（徳川林政史研究所蔵） 
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図 尾張国犬山城絵図（公益財団法人 犬山城白帝文庫）

蔵） 



犬山市歴史的風致維持向上計画 

 

 

 

 16 

 こうしたなか、安永年間（1771～1780）には、犬山祭の車山に唐子などのからく

り人形が乗り、車山が一層豪華になり始めた。 

また、犬山城主の成瀬家は廃業していた犬山焼の復興にも力を注いだことが、犬山焼

を「御庭焼」として保護したことからも分かる。その結果、文化 7 年（1810）に犬山

焼の丸山窯が創業され、天保 2年（1831）には赤色を基調として花や鳥を描いた赤絵

や、桜と紅葉を主に描いた雲錦手といった華麗な模様の絵付けが、犬山焼において盛ん

になった。こうした犬山焼特有の意匠は、絵付師の兼松所助や成瀬家家臣の近藤清九郎、

明治以後は尾関信美（二代作十郎）ら大勢の画工、陶工によって今日へと引き継がれる

ことになった。 

 

④近代・現代 

廃藩置県後の犬山城下町の状況が描かれている「尾張国丹羽郡犬山之図」によれば、

市街地は、「総構え」の範囲を超えて周辺へ大きく広がっている。特に旧藩士の居住地

が専正寺町をはじめ周辺に多く見られ、新道は東へ延伸し旧藩士居住地は丸山新田まで

連続している。明治維新後に、江戸詰め・名古屋詰めの武士が帰郷して居住した結果、

開発可能な周辺部が宅地化された。本町通り南端、名古屋口の枡形は消失し、わずかに

屈曲するのみである。また、下大本町南西、専念寺坂付近、あるいは東北部で土塁や総

堀は消失している。 

近世封建社会から近代社会への変化に伴い、さまざまな活動の制限が解消された。地

租改正の結果、課税と引き替えに近世にみられた土地利用や売買に対する制限はなくな

る。社会的な維持管理の枠組みからはずれ、分割所有されて利用可能となった「総構え」

は、近代に入り急速に姿を消した。元禄年間（1688～1703）における犬山の人口は、

町方のみで 715 軒 3575 人であった。近隣となる中山道太田宿で天保 14年（1843）

における宿内の人口が 118 軒 505人であったことと比較すると、犬山は、周辺の村々

からは隔絶した規模の都市であったといえる。近世に端を発する都市的規模から生じた

消費・商業・建設活動、あるいは木曽川の渡しや街道にともなう物流活動に支えられて、

城下町及びその周辺は近代以降も丹羽郡内での商業・経済活動の中核となる近代都市へ

と変容していった。 

明治 18 年の市街地は、「総構え」の枠組みから大きく拡大している。この後、近代

初頭における市街地の形成過程については、外町・出来町の成立に引き続いて、物流の

ルートとしての名古屋街道沿いに南へと市街地は拡大していった。また名鉄犬山線の開

通（大正元年）により、犬山口から北上する本町筋は、さまざまな店舗が建ち並ぶ商業

地として発展した。 

一方、旧城郭内には、役場や警察、学校、公会堂が設けられた。特に旧藩士屋敷によ

り形成されていた大本町が、旅館や料理屋などが建ち並ぶ遊興地へと変化したことは、

城下町及びその周辺における近代の大きな変化である。今日みる大本町の姿は、遊興・

娯楽を基盤に展開した犬山の近代を体現したものといえる。多くの城下町と同様に、城

郭内には公共施設が設置されて公園化し、武家地は再編され用途転換されていった。 

明治 32 年（1899）には、犬山城主六代成瀬正典による鵜匠の追放により、一時途
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絶えていた犬山鵜飼が再興され、その 3年後には、観光鵜飼が始まった。鉄道の延伸や

大正 14 年（1925）の犬山橋完成、犬山城東に開園した犬山遊園地などにより、城下

町の東へ市街地は広がっていった。 

木津に至る県道浅井犬山線（巡見街道）は東へ延伸、駅前通りとして拡幅され、犬山

駅がターミナル化した。これらにより、都市軸は本町通りの南北軸から駅前通りの東西

軸へと変化し、その結果、城下町及びその周辺全体が、構造的転換をとげることとなっ

た。 

現在みる城下町及びその周辺の都市形態的な現状は、街区割りや敷地割りなど近世に

成立した城下町の枠組みを基本としつつ、近代における商業集積地・交通の結節点・観

光都市としての発展が重なり合わさったものである。 
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■犬山の年表 
 

西暦 年号 できごと 

BC.100 
 
AD.300 
 
 729 
 990 
1143 
1378 
 
 
1469 
1504 
1537 
1544 
1565 
1584 
 
1592 
1594 
1607 
1611 
1612 
1613 
1616 
1617 
1623 
1624 
1625 
1633 
1635 
 
1660 
1689 
1691 
1742 
1768 
1774 
1775 
1776 
1809 
1810 
1831 
 
1835 
1866 
1868 
1869 
1870 
1871 
 
 
1882 
1889 
1891 
1895 
1899 
1902 

弥生中期 
垂仁 27 
古墳前期 
 
天平 元 
正暦年中 
康治  2 
永和  4 
 
 
文明 元 
永正 元 
天文 6 

 13 
永禄  8 
天正 12 
 
文禄 元 
    3 
慶長 12 
   16 
     17 
   18 
元和  2 
      3 
    9 
寛永 元 
    2 
   10 
   12 
 
万治  3 
元禄  2 
    4 
寛保  2 
明和  5 
安永  3 
    4 
    5 
文化  6 
    7 
天保  2 
 
    6 
慶応 2 
明治 元 
    2 
    3 
    4 
 
 
   15 
   22 
   24 
   28 
   32 
   35 

・小集落が数箇所に散在し、各戸に貯蔵穴や炉を持つ（上野遺跡） 
・大縣神社が本宮山より現在位置に遷座 
・前方後円（前方後方）墳が丘陵の尾根や先端部に築造される（東之宮古墳） 
・前方後円（前方後方）墳が、台地の末端部や平野部に築造される（青塚古墳、妙感寺古墳等） 
・大宮浅間神社が創建 
・小弓荘が成立 
・これより以前、大縣神社が尾張二宮となる 
・「犬山」の地名初見 
・このころ「犬山」の地名が定着 
・文安 3年以降、「犬山荘」「犬山郷」と史料に散見する 
・このころ、織田広近が木之下城を築城 
・このころ、楽田城築城 
・このころ、織田信康が木之下城を三光寺山に移す 
・織田信清、犬山城主となる 
・織田信清、信長に犬山城を攻められ、犬山城落城 
・加藤光泰、犬山城を預かる（この時、羽黒城に山内一豊、楽田城に堀秀政、小口城に稲葉一鉄） 
・秀吉、信雄に犬山城を返還 
・このころ、犬山の刀鍛冶が活躍 
・このころ、「木曽川」の呼び名が一般的となる 
・針綱神社、白山平から名栗町に遷座 
・犬山の刀工兼武、奉納太刀（熱田神宮）を打つ 
・犬山の鋳物師彦六郎、二ノ宮の鐘を鋳造 
・鋳物師彦六郎、天道宮（入鹿村）の鐘を鋳造 
・神戸家、飛騨山林からの材木仕出しを始める 
・正成、義直の付家老となり、成瀬初代犬山城主となる 
・義直、木曽街道（上街道）を開く 
・このころ神戸家、木曽山林からの材木仕出しを行う 
・正虎、寛永年間、犬山（稲置）街道を開く 
・入鹿池完成 
・犬山祭が始まる 
・天道宮、虫鹿神社、入鹿池築造により前原に遷座 
・このころ、犬山の鵜飼が本格的となる 
・犬山祭に傘鉾が出始める 
・犬山祭、閏祭を行うようになる 
・練屋町のからくり「文殊菩薩人形」を名古屋矢場町の甚四郎がつくる 
・このころから、犬山鵜飼が衰退 
・魚屋町の、乱杭渡り唐子を添えたからくりを、名古屋の人形師竹田藤吉がつくる 
・下本町の、唐子の大人形の肩に小人形がのるからくりを文吉離三がつくる 
・中本町のからくり「西王母唐子遊び綾渡り」を、竹田藤吉がつくる 
・正典、鵜匠を犬山から追放 
・島屋宗九郎、丸山新田に窯を築き、犬山焼（丸山窯）を創業 
・加藤清蔵、犬山焼丸山窯の窯主となり、松原惣兵衛（水野吉平）と赤絵の焼成を始める 
・この年、犬山祭の車山 13 両が揃う 
・赤絵師道平、犬山焼絵付け（呉須赤絵）に活躍する 
・尾関作十郎信業、犬山焼の再生に尽力 
・犬山藩（3 万 5 千石）成立 
・名栗町のからくり人形を名古屋の人形師土井新三郎が製作 
・犬山藩支配地の戸数 11,782戸・人口 53,302人（士族 1364人、卒族 1073 人） 
・廃藩置県により犬山藩を犬山県とする 
・犬山県、名古屋県に合併 
・犬山城が廃城となる 
・針綱神社を現在地に遷座 
・町村制により、市域に犬山町・岩橋・善師野・岩田・今井・羽黒・楽田村の１町 6村が誕生 
・群制により、丹羽・葉栗郡がそれぞれ独立、犬山市域は丹羽郡に属す 
・犬山城、愛知県より旧犬山藩主成瀬正肥へ条件付で無償譲与 
・鵜飼鎌次郎、犬山鵜飼を再興 
・犬山水産会社を設立、観光鵜飼始まる 
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1906 
1912 
1913 
1914 
1917 
1918 
1923 
1925 
 
 
1926 
 
1927 
 
1929 
 
1930 
1931 
1935 
1954 
 
1961 
1962 
1964 
 
 
 
1965 
 
1972 
1973 
1975 
1980 
1981 
1983 
1987 
 
1996 

明治 39 
大正 元 
     2 
    3 
    6 
    7 
   12 
   14 
    
 
昭和 元 
 
    2 
 
    4 
 
   5 
    6 
   10 
   29 
 

   36 
   37 
   39 
 
 
    

 40 
 
   47 
   48 
   50 
   55 
   56 
   58 
   62 
 
平成  8 

・市域の町村が犬山町、城東・羽黒・楽田・池野各村の 1 町 4村となる（昭和 29年まで続く） 
・名古屋電気鉄道株式会社、岩倉経由で名古屋の押切～東一宮（本線）・犬山～岩倉間（支線）開業 
・志賀重 、「日本ライン」命名 
・犬山通船株式会社設立、ライン下りを開業 
・東部丘陵地の縁辺で、かんがい溜池利用 130 余池 
・大縣神社、国幣中社に昇格 
・「ヒトツバタゴ自生地」、国の天然記念物に指定 
・名古屋鉄道、今渡線（犬山口～今渡）開通 
・名古屋鉄道、犬山遊園地を開園 
・犬山橋竣工、これにより「内田渡し」は廃止 
・名古屋鉄道、犬山～犬山橋間開通 
・名古屋鉄道、犬山橋～新鵜沼間開通 
・犬山駅、現在地に移転 
・木曽川（日本ライン）が日本八景に当選 
・名古屋鉄道、今渡～広見間開通。これにより、犬山口～広見間が直通となり、東濃鉄道（広見～御
嵩）と接続 

・桃太郎神社創建 
・国が「木曽川」を名勝指定 
・「犬山城」、国宝に指定 
・「犬山市」誕生（合併時人口 35,995人、市庁舎は旧犬山町役場） 
・日本ライン県立公園に指定 
・犬山城の解体修理始まる 
・名鉄犬山遊園駅～動物園駅間にモノレール開通 
・木曽川周辺地域、「飛騨木曽川国定公園」に指定 
・「犬山祭の山車」、県の有形民俗文化財に指定 
・第 1 回「日本ライン犬山お城まつり」開催 
・「犬山鵜飼」が市営となる 
・博物館「明治村」開村 
・犬山城修理完工開城式挙行 
・有楽苑に「如庵」と「旧正伝院書院」の移築完工 
・犬山山車保存会結成 
・「東之宮古墳」、国の史跡に指定 
・第 1 回「日本ライン犬山夏まつり」開催 
・大縣神社（本殿・祭文殿など）、国の重要文化財に指定 
・「青塚古墳」、国の史跡に指定 
・犬山城築城 450年記念事業「犬山・立山雪祭り」開催 
・犬山市文化史料館開館 
・犬山市文化史料館別館「からくり展示館」開館 
・第 1 回「犬山お城まつり」開催 

 

 

 

出典 犬山市史（年表） 
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■市域の形成（町村合併） 

明治以降において町村合併が繰り返し行われ、現在、犬山城を中心とした城下

町や農村集落地域、東部丘陵地域などのさまざまな特性を有する地域が本市に含

まれ、現在の犬山市の姿が形づくられた。町村合併の経緯を以下に示す。 

 
 

明治初年 明治 11.12.28 明治 22.10.1 明治 23.10.6 明治 39.10.1 昭和 29.4.1 

 

栗栖村  

継鹿尾村   

富岡村  

善師野村  

搭ノ地村     

前原新田  

南野新田  

今井村    

神尾入鹿新田  

奥入鹿村  

安楽寺村  

富士村  

二ノ宮村  

楽田新田      

楽田村  

楽田原新田  

羽黒村  

十吉新田  

羽黒新田  

稲置村  

丸山新田  

五郎丸村     

橋爪新田  

橋爪村  

木津村  

上野村  

犬山羽根村  

下野原新田  

下野村  

 

 

前原村 

池野村 

学伝村 

羽黒村 

稲置村 

五郎丸村 

高雄村 

善師野村 

岩田村 

今井村 

楽田村 

羽黒村 

犬山町 

岩橋村 

高雄村 

池野村 

今井村 

城東村 

犬山町 

扶桑村 

犬山市 
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(3)交通網  

古くは稲置（いなぎ）荘と称され、尾張と美濃・飛騨との文化・生活の交流の要衝で

あった犬山市には、かつて稲置街道（犬山街道）、木曽街道（上街道、本街道）、栗栖

街道などが通り、沿道には、橋爪、五郎丸、羽黒、楽田、善師野、栗栖などの集落が位

置していた。 

都市計画に関する区域についても、この街道が大きく影響しており、現在は犬山地区、

羽黒地区、楽田地区の 3ヶ所に配置されている。 

そんな中、時代の変遷とともに、道路整備や沿道建築物の建て替えなどが進み、現在、

歴史的な面影が少なくなりつつあり、今日においては、道路や鉄道が縦横に通り、交通

至便の地となっている。特に道路では、国道 41 号が名古屋と岐阜・富山方面を結び、

また東名・名神高速道路、中央自動車道のインターチェンジが至近にある。鉄道におい

ても、名鉄犬山線・小牧線により名古屋まで約 25 分で結ばれるほか、名鉄各務原線に

より岐阜市と約 25 分で結ばれている。また名鉄広見線が犬山市を起点として可児・御

嵩を結び、名鉄犬山線と JR 線を連絡して高山方面に通じるなど、利便性の高い地域と

なっている。特に、本市の玄関口となっている名鉄犬山駅は、名鉄犬山線、小牧線、広

見線、各務原線の結節点となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 街道の位置（尾張古地図集） 


